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広
報
文
芸

漫
俳 
漫
俳
句
会
　
互
選

兼
題「
長
」 

投
句
数 
四
十
九
句

長
生
き
は
し
た
く
な
い
わ
と
医
者
通
い 

細
江
　
悦
子

世
話
掛
け
ず
長
生
き
し
た
い
こ
れ
本
音 

田
口
　
芳
恵

こ
こ
だ
け
の
話
し
太
ら
せ
長
話 

鈴
村
　
政
子

家
長
居
て
一
番
風
呂
は
う
ち
の
嫁 

今
井
　
明
夫

長
か
っ
た
鉛
筆
縮
み
サ
ク
ラ
サ
ク 

服
部
と
よ
か

幾
度
も
聞
い
た
話
の
長
電
話 

安
江
千
枝
子

学
生
服
少
し
長
め
に
一
年
生 

安
江
　
里
子

待
ち
時
間
長
し
診
察
す
ぐ
終
わ
り 

汲
田
　
昭
子

長
い
座
で
ひ
っ
く
り
返
っ
た
神
主
さ
ん 

纐
纈
　
具
幸

大
臣
の
長
待
ち
せ
ず
に
名
を
忘
れ 

今
井
　
晶
子

席
題「
配
」 

投
句
数 

十
句

収
穫
し
配
っ
て
歩
く
作
り
す
ぎ 

安
江
　
里
子

ま
が
り
腰
急
勾
配
は
滑
り
降
り 

田
口
み
よ
子

親
戚
が
集
ま
り
バ
バ
さ
も
気
を
配
り 

汲
田
　
昭
子

配
合
は
バ
バ
の
秘
密
の
朴
葉
ず
し 

服
部
と
よ
か

「
お
っ
か
あ
」と
い
う
が
書
類
は
配
偶
者 

纐
纈
　
具
幸

短
歌 

白
川
短
歌
会
　
水
谷
広
海
選

明
け
や
ら
ぬ
静
寂
の
中
に
う
ぐ
い
す
の
初
音
を
三
度
床
に
聞
き
た
り 

伊
藤
　
邦
子

君
子
蘭
葉
の
す
き
間
か
ら
少
し
ず
つ
雷
を
含
み
春
待
ち
わ
び
る 

田
口
み
よ
子

三
月
の
雪
に
も
笑
み
て
老
梅
は
ま
た
ウ
グ
イ
ス
の
初
鳴
き
を
聴
く 

稲
垣
八
穂
子

は
じ
め
て
の
孫
の
入
試
の
発
表
日
ド
キ
リ
ハ
ラ
ハ
ラ
報
告
待
ち
お
り 

後
藤
　
光
男

「
ぱ
っ
と
咲
き
ぱ
っ
と
散
る
ぞ
」と
逝
き
し
兄
備
前
に
活
け
し
椿
に
浮
か
ぶ 

今
井
多
美
子

二
人
居
に
好
む
食
材
買
い
足
し
て
娘
の
帰
り
行
く
氷
雨
降
る
朝 

大
坪
　
と
志

屋
久
島
に
杉
の
気
と
く
と
吸
い
来
し
と
受
話
器
に
友
の
声
は
ず
み
お
り 

小
井
戸
冨
貴
子

  

ど
う
だ
ん

俳
句 

飛
水
句
会
　
代
表
選

徘
徊
の
母
と
梅
見
の
時
過
ご
し 

新
田
　
安
江

灯
台
の
元
に
満
天
星
花
咲
け
り 

柘
植
　
初
枝

親
た
ち
の
ア
ー
チ
の
下
を
卒
業
生 

安
江
　
里
子

満
天
星
の
花
は
空
へ
と
煌
め
け
り 

安
江
千
枝
子

満
天
星
の
花
の
う
し
ろ
に
か
く
れ
ん
ぼ 

今
井
　
康
子

木
地
椀
を
両
手
に
包
み
蜆
汁 

纐
纈
　
具
幸

雨
の
日
は
旅
に
行
き
た
し
白
つ
つ
じ 

鈴
村
　
政
子

満
天
星
に
肩
濡
ら
さ
れ
る
雨
上
が
り 

杉
山
せ
い
子

太
鼓
橋
上
り
下
り
し
て
春
隣
り 

今
井
杯
梅
枝

蛇
穴
を
出
て
手
馴
ら
し
の
鍬
使
ふ 

田
口
芳
恵

校
門
の
校
名
な
で
て
卒
業
す 

大
森
光
子

窓
の
外
冬
木
見
な
が
ら
点
滴
す 

鈴
村
礼
子

甘
辛
き
鰤
大
根
や
海
の
宿 

富
井
志
麻
子

枝
広
げ
支
へ
を
ね
だ
る
円
藤
豆 

た
が
ま
じ
め

満
天
星
の
花
を
窓
辺
に
ラ
ン
チ
し
て 

鈴
村
純
々

卒
業
書
授
与
す
校
長
丸
眼
鏡 

川
上
そ
の

園
庭
に
ぶ
ら
ん
こ
揺
れ
て
兄
妹 

江
馬
明
美

寺
の
庭
僧
侶
ジ
ャ
ー
ジ
で
大
根
干
す
　
　   

山
本
榮
子

し
け
ん

し
ら
せ

楽 集 館 だより
楽集館HP

下記の予定等は、状況により変更することがあります。
すぐメール・ホームページなどでご確認下さい。

館
長
だ
よ
り

美濃白川楽集館 ▶電話 74-1022   ▶開館時間 平日 午前9時~午後7時 土･日･祝日 午前9時~午後6時 本の除菌機をご利用ください。

今月の

M I N I  G A L L E R Y  &  T H E M E  B O O K

新
着
本
紹
介

N
E

W
 B

O
O

K
S

月 火 水 木 金 土 日

イ
ベ
ン
ト

E
V

E
N

T

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

　こ
の
度
、前
館
長
の
後
任
と
し
て
館
長
職
を
拝
命

し
ま
し
た
長
尾
麗
子
で
す
。

　定
年
退
職
か
ら
月
日
が
経
っ
て
お
り
、は
た
し
て

仕
事
を
こ
な
し
て
勤
め
ら
れ
る
の
か
体
力
が
持
つ
の

か
、と
後
ろ
向
き
の
考
え
ば
か
り
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。出
来
な
い
こ
と
ば
か
り
考
え
る
姿
勢
で
は
進

歩
が
な
い
と
考
え
直
し
、経
験
値
を
少
し
で
も
生
か

し
て
お
役
に
立
て
る
な
ら
と
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。一
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　趣
味
と
し
て
、考
古
学
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い

ま
す
。き
っ
か
け
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
埋
葬

付
近
か
ら
花
粉
の
粒
子
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
た
記

事
を
読
み
、死
者
に
花
を
添
え
て
い
た
こ
と
が
わ
っ

た
こ
と
か
ら
で
す
。死
を
悼
む
気
持
ち
や
、花
を
添
え

る
人
間
ら
し
い
行
為
に
感
動
し
ま
し
た
。四
万
年
前

の
人
類
の
祖
と
言
わ
れ
る
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と

現
代
の
我
々
と
感
情
的
に
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い

事
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。楽
集
館
に
関
す
る
本

が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
で
し
た
。い
ま
だ

に
古
代
の
進
化
と
発
展
を
追
い
軌
跡
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　な
お
、「
館
長
だ
よ
り
」は
７
月
号
か
ら
形
を
か
え

て
、「
い
っ
し
ょ
に
読
書
会
」に
参
加
さ
れ
た
方
の
読

ん
だ
本
や
、話
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

読
書
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
本
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　読
書
は「
人
生
の
道
し
る
べ
」で
す
。

ミニギャラリー

「黒川気楽園　作品展」
テーマブック

「美容道」

5月のカレンダー

佐見佐見

蘇原蘇原

黒川黒川

白川北白川北

休

休

休

休

ふれあいセンター図書室
本の入れ替え

めざまししらかわ
「楽集館だより」放送

楽集館 de シネマ

フェルトでハリネズミの飾りをつくろう！　

おはなしのじかん
午前10時30分から

日　時   5月11日 (土) ・12日 (日)  午前10時～午後3時

場　所　楽集館カウンター前
対　象   どなたでも (各日先着10名) 

「いっしょに読書会」に参加しませんか

新
任
の
ご
挨
拶

お
知
ら
せ

IN
F

O

大迷惑なおじいちゃんの大きなく
しゃみ。でも、すご いことが で き
るって。おじいちゃんと孫のユーモ
アあふれるお話。

おじいちゃんのくしゃみ
著者／阿部結　発行／福音館書店

「リスク」を知って、「自分」を守る!
スマホマインドの育てかた
著者／奥村歩　発行／保育社

スマホの使いすぎによるトラブルや
脳への影響とそれらを防ぐための
方法を、マンガやイラストを交えな
がら紹介。

医の心 人の命 

～白川病院地域医療３代の継続～ 
著者／野尻眞　発行／22世紀アート

「地域のみな様の健康と生命を守
る」を理念に医学･保健･福祉･健康･
住宅･地域創成でしらとぴあ(白川
桃源郷)を探究した78年。

板上に咲く
著者／原田マハ　発行／幻冬舎

裸一貫で上京した棟方志功。絵を教
えてくれる師も、画材を買うお金も
なく…。棟方を支えた妻の愛と、激
動の時代を描く。

31  

おすすめの本を１冊紹介しませんか？ジャンルは問いません。
みんなでお茶を飲みながらおしゃべりしましょう。

奇数月第３土曜日
5月18日 (土)
場　所　楽集館３階(会議室)
対　象　大人・子ども（小学校高学年以上）※当日参加OK 申込不要

｢ ボックストロール 」（96分）
午後１時30分から

いっしょに読書会
午後1時30分から

図書リサイクル市
５月６日（月）まで

午後1時30分～午後3時

７月２０日 ９月２１日 １１月１６日 １月１８日 ３月１５日
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☎0574-74-0808
白川町地域包括支援センターは、

基幹相談支援センター及び成年後見支援センターを併設しています。

地域包括支援センターへ!!

「まめな白川いきいきプラン(食育推進計画)」に基づき“ 野菜を1日5皿食べよう ”を推進します。 ［ 保健福祉課保健係 ☎内線362 ］

　にんじんはビタミンが多く含まれる緑黄色野菜で、抗酸化作用があ
り老化やガンの予防改善につながります。千切りにして加熱したもの
を作り置きしておくと料理の彩りや付け合わせに便利です。

にんじんのガレット風
■ 1人分 エネルギー・114kcal / 食塩相当量・0.3g / 野菜量 75g

《 作り方 》
1. にんじんは千切りにする。
2. 耐熱容器に入れ、ふんわりラップをして、レンジで加熱する。

（目安500W４分）
3. ２にAを入れ、よく混ぜる。
4. フライパンを中火で熱し、油をひいて、３をひと口大の大きさに

広げて焼く。
5． 焼き面に焦げ目が付いたら返して上から押さえて平らにする。
6． 両面カリッと焼けたら器に盛り、パセリをふる。

《 材料 》 (2人分)

・にんじん............1本(約150g)
・ピザ用チーズ....................30g
・薄力粉 .......................小さじ２
・黒こしょう....................... 少々
　 

vol.96 に ん じ ん  

岐阜いのちの電話は、自殺予防を主な目的に、電話やメールを通してさまざまな困難を抱えて
いる方と心を通わせ、生きる力を取り戻されることを願い活動しています。

「吸うきっかけをつくらない」「家族や友人へ禁煙宣言をする」「禁煙外来を
利用する」など、ご自分に合った方法で、あなたとあなたの大切な人の健康
のために禁煙を始めませんか？

禁煙するのに遅すぎることはありません！

【養成講座の日時】
　7月～12月の土曜日または日曜日

（全12回・月2回～3回実施）

Ⓐ

・植物油 ........................小さじ1
・粉パセリ........................... 少々

【申し込み締め切り】
令和６年6月7日（金）

【問い合わせ先】
岐阜いのちの電話協会事務局
058－273－5387

岐阜いのちの電話
WEBサイト

【メール】
sec@gifu-inochi.com

血圧と脈拍が正常域へ低下。

咳や息切れが改善。持久力や免疫力の回復。

肺機能の改善。

虚血性心疾患や脳梗塞発症リスクの低下。

【禁煙開始後現れる健康効果】

禁煙開始から20分経過

1～9カ月経過

１年経過

２～４年経過

➡

意志の強さは関係ありません。「ニコチン依存」
と「心理的依存（習慣）」によるものです。

【禁煙を妨げる思い込み】

➡
リラックス効果
集中力が高まる

ニコチンには依存性があり、ニコチンを補充す
ることで禁断症状を和らげているだけです。

意志が弱く禁煙できない

● その２  閉じこもりについて（週１回以下の外出を「閉じこもり」としました）

①性別は女性が４３％と多く、年齢は８５歳以上の６０%近くに閉じこ

もり傾向が見られます。自動車の運転の可否、高齢女性の割合が

多いなどの原因が考えられます。　　

②社会とのつながりが薄れることがフレイル※の入り口と言われて

います。先月ご紹介した「外出」を控える原因となる状態を改善す

ることと、自分に合った居場所への参加、買い物、受診も含め、家

族以外の方とのつながりを途切れないようにしていきま

しょう。

● まとめ　楽しみに出かける場所を見つけましょう。一日に

３人以上の誰かと出会う外出は「閉じこもり予防」に大きな

効果があります。

● 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
閉じこもり傾向の割合（％） 年齢別（％）

☆町高齢者福祉計画等策定のために介護認定を受けていな
い６５歳以上の411人の方にご協力いただきましたアンケー
ト結果をシリーズでお伝えしています。

50

40

30

20

10

0

60

50

40

30

20

全体　　　  男性　          女性 65-69歳
70-74歳

75-79歳
80-84歳

85歳以上

35.8

27.1

43.4

※フレイルは身体や認知能力が健康と要支援の境界レベルで、生活環境を改善
することで元の元気な状態に戻ることができる状態です。

広報しらかわ　Vol.748 2024 ／ 05 . 0113 12



庁舎建設通信
新庁舎建設工事がはじまります！

総務課庁舎整備室
vol.
22

受 付時間： 
9時から18時まで

（平日、土日祝とも）

電話 番号： 74-1001

白川町
コミュニティバスセンター
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●施工者が決まりました   
　3月18日(月)に行われた入札により新庁舎建設工事の落札者が決定し、3月25日
(月)の臨時議会での議決を経て、下記のとおり契約を締結しました。
請負者名：松井建設株式会社 名古屋支店
工事期間：令和6年3月25日～令和7年9月30日
契約金額：1,706,100,000円(税込)

●起工式を開催しました
　4月25日(木)に工事着手に先立って、新庁舎建設敷地内において起工式を開催しま
した。当日は、来賓、設計者、施工者、町関係職員の約40人が参列し、工事の安全を祈
願しました。

●工事説明会を開催しました
　4月17日(水)に近隣住民の方々を対象に工事
説明会を開催し、13名が参加されました。説明
会では、工事の作業体制や工事車両の運行経
路、仮囲いなどの仮設計画についての説明と質
疑応答を行いました。

ウェブサイト

公共交通計画の
詳細はコチラ

●今後の予定
　工事着手は、５月の連休明けを予定しています。まず仮囲いなどを設置する仮設工事
を行い、その後、既存構造物の撤去を行っていきます。
　ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、安全第一で工事を進めていきます
ので、ご理解とご協力をお願いいたします。

▲工事説明会の様子

まちのうごきまちのうごき

03
22
（金）

築112 年 古 民 家
シェアハウス 完 成 式

　白川町移住交流サポートセン
ターが黒川の築122年の住宅を
所有者から譲り受け、定員3人の
シェアハウスに改修し、22日に完
成式を開きました。
　入居者の方は、「この部屋を活
用して、これまで受けた恩を返し
たい」、「交流しながらカラフルに
生きたい」と夢を広げていまし
た。

03
14
（木）

岐 阜 大 学 と包 括 連 携
協 定 を 結 び ました 　

　岐阜大学と白川町が様々な分野
で包括的に協力関係を築き、活力
ある地域社会の形成発展と未来
を担う人材の育成を目的に包括連
携協定を結びました。
　岐阜大学の吉田学長と佐伯町長
は、産業・雇用・社会循環に関する
ことや生きがい・活躍・子育てなど
連携内容を定めた協定書にサイン
をしました。

03
19
（火）

医 療 功 労 賞を
受 賞 されました 　

　白川病院院長の野尻眞さんが日
本医師会赤ひげ大賞の医療功労
賞、関西医大森本園子賞医療功労
賞、読売新聞・厚生労働本省第52
回医療功労賞のトリプル受賞を果
たしました。
　この度の受賞にあたり、特別に
寄稿していただきました。「地域医
療のメッカとなって白川町を更に
支えていきたい」と語りました。

03
28
（木）

岐 阜 D R E A M＆B L A Z E

全 国 大 会 出 場 　

　岐阜DREAM＆BLAZEに所属して
いる白川中学校生徒４名が、３月２８
日から揖斐川町で開催された「第２０
回都道府県対抗全日本中学生女子
ソフトボール大会」に出場しました。
　大会には、地元岐阜県から３チー
ムが出場し、それぞれの所属チーム
で 活 躍した 結 果 、岐 阜 県 選 抜
Secondが見事ベスト８入りを果た
しました。

03
29
（金）

水 戸 野 シダレ ザクラ
今 年もライトアップ 　

　水戸野シダレザクラのライト
アップが今年も行われました。夜
間のシダレザクラがライトに照ら
されて、田んぼの水面には鏡桜が
映し出されました。
　3月29日には打ち上げ花火イベ
ントも行われ、シダレザクラのラ
イトアップと打ち上げ花火のコラ
ボレーションを一目見ようと、多
くの人で賑わいました。

　　　

03
07
（木）

白 竹 の 里  御下 賜 金
が下 賜 されました 　

　社会福祉法人清流会 白竹の里が優
良民間社会福祉事業施設・団体に対す
る天皇誕生日に際しての御下賜金の
伝達を受けられ、理事長の浅井長可さ
んと事務局長の安江孝さんが町長へ
報告に来ました。
　御下賜金は毎年天皇誕生日に際し、
天皇陛下より社会福祉事業御奨励の
思召をもって全国の民間社会福施設
等に対し、金員が下賜されるものです。
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まちの情報を募集しています
このほかのイベントなどについては、
ホームページやSNSで紹介しています！

記事をもっと読む
町民の皆さまが主催するイベントや取り組み
など、広報担当が取材させていただきます！ まちのうごきまちのうごき

03
31
（日）

消 防 団 入 退 団 式・教 育 訓 練 講 習 会
新しい 白 川 町 消 防 団としての 一 歩 を 踏 み 出す

　令和６年度の白川町消防団入
退団式が、町民会館グロリアホー
ルで行われ、入団者代表が団長
へ宣誓を行ったほか、退団者代表
が退団許可と感謝状を受け取り
ました。
　式の後、入団者は「組織」と「訓
練」の重要性、消防団の方針につ
いて東消防署長や団幹部から講
習を受けました。　

04
06・07
（土・日）

町 内 各 地 区  
河 岐・三 川・赤 河で 春 祭りが 開 催 されました！

　町内各地で春の祭典が開催さ
れました。コロナ禍を乗り越え昨
年から各地に賑わいが戻り、今年
も神輿や浦安の舞などが披露さ
れました。
　祭りの関係者は「神輿の掛け声
や子どもたちの声が聞けると、地
域が活気づき新しい春の訪れを感
じられる」と話されました。

04
16
（火）

白 川 町シニアクラブ
新た な 名 前 に 決 定

　白川町老人クラブ連合会の総会
が町民会館で開かれ、年上の方々
に対する尊敬の意を込めるとした
会員からの意見を踏まえ、「白川町
シニアクラブ連合会」へと名称変
更を行いました。総会では、昨年の
事業の反省や今後の展望について
熱心に議論が交わされました。

　黒川東座で、中村勘九郎 中村七之
助の特別公演が開催され、町内外か
ら約1000人の観客が訪れました。満
員の小屋は熱気に満ち、演目ごとに
歓声が湧きました。桜吹雪の中、地元
の子どもたちも無料で招待され、本
物の歌舞伎に圧倒される一日でし
た。

　切井地区の佐長田神社で春の例大祭が
開催され、神社へと向かう行列には、山車
や神輿、神馬、そして杵振り踊りと花笠踊
りが並び、まちは華やかに彩られました。
　今年から伝統の祭りを存続させるため、
男女や地域を問わずに踊り手を募り、女性
も加わった新たな顔ぶれで活気あふれる
杵振り踊りが披露されました。

十八世 中 村 勘 三 郎  十三 回 忌 追 善
中 村 勘 九 郎・中 村 七 之 助 春 暁 歌 舞 伎 特 別 公 演04-13（土）

佐 長 田 神 社 　 春 の 例 大 祭
杵 振り踊りが お 披 露 目！04-14（日）

04
05
（金）

大 工 学 校 が 新 た な
訓 練 生を 迎 えました 　

　濃飛建設職業能力開発校の入
校式が行われ、新たに4名の訓練
生が入校しました。入校式では、
校長が式辞を述べたほか、参加し
た来賓や事業所の役員らが見守
る中、入校生代表が「技術を習得
できることへの感謝の気持ちを
忘れず、建築技能者としての学び
を深めていきたい」と誓いの言葉
を述べました。
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